
平成 29年度 学会発表・講演等 

 

【学会発表】 

１）緩和ケアセンター開設前後での医療用麻薬の使用量調査 

立原 茂樹 

第 11回日本緩和医療薬学会年会、2017.6（札幌） 

２）当院における B型肝炎再活性化対策の取り組み 

大神 正宏 

第 15回日本臨床腫瘍学会学術集会、2017.7（神戸） 

３） Effect of proton pump inhibitors co-administration on the plasma concentration of erlotinib 

in patients with non-small cell lung cancer (2nd report) 

Ohgami M 

The 15th Congress of IATDMCT,2017.9（Kyoto,Japan） 

４）当院における静注抗菌薬使用量及び各種菌の薬剤耐性率の現状について 

五耒 佳央里 

第 56回全国自治体病院学会、2017.10（千葉） 

５）外来がん化学療法における救急受診の実態調査 

大神 正宏 

第 27回日本医療薬学会年会、2017.11（千葉） 

６）レナリドミドの処方実態調査 

後藤 ひかる 

第 28回茨城県薬剤師学術大会、2017.11（つくば市） 

７）フェニトイン併用時にラパチニブの血中濃度が低下した一症例 

大神 正宏 

第 38回日本臨床薬理学会学術総会、2017.12（横浜） 

８）抗がん薬調製・投与に使用する閉鎖式接続器具の比較検討 

小島 友恵 

第 27回茨城がん学会、2018.1（水戸） 

 

【講演】 

１）がん薬物療法への薬剤師の関わり 

大神 正宏 

Advanced Communication to Improve Oncology Network、2017.11（東京） 

２）茨城県立中央病院におけるカルボプラチンレジメン制吐療法の現状・課題と今後の展開 

大神 正宏 

県央 CINVセミナー、2018.3（水戸） 

 

 



【論文】 

１）Effect of dose timing on the blood concentration of lapatinib in patients with breast cancer     

Ohgami M 

Ann Oncol,1;28(11):2888-2889,2017 

２）民間航空機を利用したＤＭＡＴ派遣について 

青山 一紀 

プレホスピタルケア、31(2)48-52，2018 

 


